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大学における持続的な実践と省察のための授業
一福井大学「探求ネットワークJと京都ユースサービス協会事業等に学ぶー
ここでは、担当教員(平Jll)の問題意識を
示し、福井大学「探求ネットワーク」と下京
青少年センター(京都市)の青少年事業「し
もせいチャレンジ女キッズ」、京都ユースサー
ピス協会の関係団体による「ネイチャーキッ
ズ京都」に関するインタピューをふまえて、
明治大学「登戸探求プロジェクト」の課題を
考察する。
1 子どもと学生の関係の深まり
(1)子どもと学生の「距離感」
「登戸探求プロジェクト」は、学生と子ど
もたちが自主的に運営していくことをめざし
ている。それは、学校教育における年齢階層
的・同質的な関係にたいして、かつて若者組
や青年団がもっていた異年齢集団の機能を意
識した取り組みである。これについて保護者
からは「学校での友だち関係に少し行き詰っ
ていた子どもの様子を心配してきていたのだ
が、『登戸探求プロジェクト』の中で活動し
ている子どもの姿がとても生き生きしていた
のでうれしかった」という実感が語られ 2、
大学における子どもと学生の関係が、学校以
外の子どもの居場所・関係としての意味を持
ちつつあるのではないかと考えている。
一方で、毎年学生のレポートに書かれる問
平川景子
題に子どもと学生の「距離感」がわからない、
ということがある。具体的には、①作業の中
でどういう場合に子どもを手助けするか、②
子どもが抱きついてきたりしたときどう対応
するか、③活動の次の展開について何を準備
し何を子どもに相談するか、といったことで
ある。 3①は安全確保など子どもを「保護」
する対象とみており「いっしょにやる?一人
でやる?Jと子どもに聞いてみることにまだ
思いが及ばない。②はいわば子どもの問題行
動への対応である。③は子どもとの関係が深
まってきたときに子どもに聞く発想が生まれ
ている。
子どもと学生の「距離感」は、子どもの主
体性や尊厳にかかわる認識であり、関係のと
らえ方の問題である。この授業のめざす最も
重要な課題である。②の抱きつきなどの行動
について、学生が「だめJIいやだからやめ
て」ということが必要ではないかと話し合っ
たが、東京ラウンドテーブJレで外部の方から
学生が「すでに子どもが傷ついている場合が
ある」と意見をいただいたことがある。しか
し現在の活動では、学生が子どもの背景に深
く配慮することは難しい。今年の活動の中で
「ほかの子はいま00をしているよ、といっ
てみた」という学生がいた。子どもと学生の
関係をひらいていくことが、仲間の関係を意
2 平川景子「実践カ養成をめざすアクテイブ・ラーニングー「登戸探求プロジェクト」の省察ー」明治大学社会
教育主事課程年報2014年度 p.13
3 ①②は、学生レポート登戸探求プロジェクト記録編集委員会編集「筆戸探求プロジェクトー活動の記録一」明
治大学社会教育主事制皇発行2013年度 p.43、③は、 2015年度の学生の発言から。
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識したり、パブリックな場での行動を学んだ、
りすることにつながるのではないか。
今回、インタピューした下京青少年活動セ
ンター「チャレンジ女キッズ」事業では、中
学・高校・大学・社会人の青少年ボランテイ
ア・スタッフが、子どもと「野外活動・ス
ポーツレクリエーションをとおして継続的に
かかわることでお互いに成長する」ことを目
的としている。まず青少年ボランテイアの構
成の多様さに、まさに若者組・青年団に通じ
る異年齢集団が見えてくる。また青少年ボラ
ンテイアが活動を計画・立案・実施していく
プロセスはすべて自主的な運営にゆだねられ
ている。コアスタッフリーダー・コアスタッ
フ・当日スタッフなどの階層的な参加スタイ
ルを組み込みながら、 5回の全体研修(うち
2回は合宿)で運営している点も、青年団を
初併とさせる。青少年ボランテイア(スタッ
フ)の関係の強い結びつきと、それに支えら
れた主体性が、子どもたちとの関係を安定的
なものにしているのではないだろうか。また
「チャレンジ女キッズ」が市内全域を舞台と
した活動であり、そのスタッフが下京青少年
活動センタ}のほかの事業にも参加している
と聞いた。地域にひらかれた関係が、青少年
ボランテイアと子どもたちの活動を支えてい
るように思われる。
(2) r学び」と「遊ぴ」をどうとらえるか
「登戸探求プロジェクト」では、当初、小
学生の夏休みの自由研究をこのプロジ‘ェクト
で引き受けるとうたって保護者に訴求しよう
とした。 4しかし活動の中で、子どもと保護
者が求めているのはそうしたことではないこ
とがわかってきた。むしろ今年度は、「登戸
探求プロジ、エクト」の活動をもとに、子ども
たち自身が夏休みの自由研究を発展させてい
る。とくに登戸研究所資料館に関する取り組
4 前掲平川 p.ll・12
みは、戦争の加害の腰史に関することであり、
子どもたちにとってなじみにくいテーマのよ
うに思われた。しかし今年の取り組みの中で
は、スパイごっこのようなストーリーでDV
Dを作り「遊ぴ」の活動になっていった。一
方で、歴史的な事実をていねいに調べている
子どももいたという。夏休みの自由研究も、
登戸研究所資料館も、教員(平)1J)の準備段
階から組み込まれたことだったので、そこに
抜きがたく学校教育的な「学び」の要素が入っ
ていたのかもしれない。
北青少年活動センター(京都市)では、「ネ
イチャーキッズ京都」についてインタピュー
を行った。「ネイチャーキッズ京都」は、同
センター及び京都ユースホステル協会から独
立した民間団体として、北青少年センターの
職員がかかわって運営されている。一人の職
員と 19人の若者(高校生から 30歳まで)が、
年間 11回、子どもたちと冒険旅行を計画・
実行している。各国について、プログラム・
ディレクター (PD) 1名、グル}プ長2名、
フリー 1名というボランテイアのチームで、
打ち合わせーお知らせの手紙発送一下見一実
施一報告(アルバム)を行っている。冒険す
る場所を変えない「定番」プログラムを組み
込むなど、ボランテイアの経験が蓄積される
工夫をしている。「私たちは、子どもの頃の『遊
ぴJ体験が心と身体の成長を促し、人生を豊
かなものにすると考えていますJ5という姿
勢は、年聞を通じた保護者との関係づくりが
基礎となっている。「遊び」のなかに子ども
とボランテイアの成長があることが、長い蓄
積によって示されている。
2 学生の主体性を持続する組織とカリキュ
ラム
アクティブ・ラーニングは、大学教育の中
で従来予定されていない方法論なので、「登
5 ネイチャーキッズ京都「私たちが大事だと考えること」ボランティア募集チラシ20日
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戸探求プロジェクト」では越えなければなら
ないハードルがいくつもあった。たとえば、
子どもたちが大学に来る日を、当初、学校5
日制対応を意識して土曜日の午前中にしてい
たが、土曜日は小学校の行事が多くまた子ど
もの習い事とも重なるので欠席が多かった。
そこで今年度から日曜日にしたところほとん
ど子どもの欠席がなくなった。しかし、大学
では日曜日は学生の授業日ではなく職員が出
勤していないため、 PCやビデオカメラ等の
借り出しなどは学生が数日前までにしておか
なければならない。また、子どもが継続的に
来て遊ぶことは大学では予定されておらず、
一定の面積があり可動式の椅子と机がある教
室が生田キャンパスに 1つしかなく、これも
大学に配慮してもらっている。このように、
日程・教室をはじめあらゆる場面で通常授業
と異なっている点を、学生・教員ともに一つ
一つ認識し解決している現状である。このよ
うに、子ども・学生・川崎市民のくらしの現
実に即して活動の展開を考えることが、〈実
践コミュニティ>6のありようなのだと考え
る。
最も重要な課題は、年度を超えて学生の主
体的な活動を継続していくことである。本学
は東京・神奈川に4キャンパスが点在してい
る状況で、全学部を対象に社会教育主事課程
が開講されていること、そのなかで生田キャ
ンパスでのみ「社会教育演習(登戸探求プロ
ジェクト)Jが開講されていることなど、科
目設置の条件の影響を大きく受けている。こ
のため生田キャンパス(農学部・理工学部)
の学生が中心となるが、理系の学生は従来、
社会教育主事課程の履修者が少ない。そこで、
他キャンパス(和泉・中野・駿河台キャンパス:
文系6学部)からの参加や、授業の履修者以
外の自主参加を呼び掛けるなどして、参加人
数を増やそうとしている。学生にとってキャ
ンパス聞の移動は交通費等も含めハードルが
高しそうしたことから自主参加の学生は学
年が変わると参加しなくなる傾向があった。
一方で、前掲の高松航洋さんのように、単位
履修後も卒業まで毎年参加した学生や、就職
後にも参加している OBがいる。履修者と自
主参加学生が、主体的に、継続的に参加でき
るようにするにはどうしたらよいか。
学生が年度ごとに入れ替わってしまうと、
前年度までの経験を生かすことがむずかしく
なり、また学生聞の縦の関係が作りにくいと
いう問題がある。そうなると、学生は教員の
影響を受けやすくなる。登戸探求プロジェク
トの最初の3年間、教員(平JlI)はたびたび
プロジェクトに介入して学生や子どもたち
のやろうとしていたことを変えてしまってい
た。学生の参加人数が少なかったことを心配
して、自分が学生の位置で動いてしまった。
こうした反省から、今年度は学生と子どもが
かかわる場面には安藤講師と多摩市民館職員
がいて、平川はキャンパス内の別の場所にお
り、子どもが帰った後の学生のふりかえりに
参加するようにした。
福井大学地域教育科学部では、 3つの実践
コア科目のうち「教育実践研究BJにおいて、
総合学習・特別活動・組織学習の実習として
「学習過程研究探求ネットワーク」があり、
明治大学の登戸探求プロジェクトはこれをモ
デルにしている。
「探求ネットワーク」は、事例研究を重ね
る「学習過程研究 1. I (1年)J、協f動的な
学習と成長を組織的に支える視点・方法を学
ぶ「学習過程研究m.IV(2年)J、実践コミュ
ニテイのマネジメントとスタッフの力量形成
を学ぶ「組織学習研究 I'II(3年)Jとい
う構成になっており、学生が長期に継続して
実践を展開すること、すなわち複数年にわた
る学生にとっての時間軸が、カリキュラム上
位置づけられている。明治大学の「登戸探求
プロジェクト」は 1-4年の聞で1年間だけ
6 エテイエンヌ・ウェンガーほか『コミュニティ・オプ・プラクテイスJ掬泳社2002年
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履修できる科目であり、 2年以上の参加は自
主参加である。このように、実践の継続を学
生の自発性だけに依拠するカリキュラムと
なっていたために、継続的・主体的な学生の
取り組みを難しくしていたのである。
福井のカリキュヲムはOECDのDeSeCo
プロジェクトにおける「キー・コンビテン
シー」概念にもとづく、能力概念の再定義と
評価の転換を見定め、「奥ゴース(教科)・異
学年のナナメの関係を多様に確保し、異質な
人々からなる集団で協働して省察的な探求を
重ねる構造をより厚くするJ7ための枠組み
である。こうした枠組みに加えて、福井では
学生に対する「省察の強制」に陥らないため
に、教員が複数で協働する構造を作っている。
教員が一人で少人数の学生に対応すると、教
員の視点が絶対化し学生の思考の自由を奪う
ことが起こりうる O これにたいして、教員が
チームで大人数のクラスターを担当すること
により、教員の意見が相対化され、学生は自
律的に判断することを繰り返す。
福井はカリキュラム上、また教員配置上、
綴密に構造化された工夫と思われるのだが、
担当教員の現実からは次のような言葉が示さ
れる。「こうして、『やらされJ感の強い過酷
な状況の中でありながら、よりましな省察を
行えるようにするための取り組みが進められ
ているJ8。新しい学生を迎え学年が進行し
ていくなかで、むしろ強い枠組みであるがゆ
えに、学生にとっては「やらされ」感につな
がってしまうことがあるのかもしれない。し
かしこうした現尖のなかでも「よりましな省
察」をめざして取り組みが重ねられている。
唯一の正解は存在しない。福井大学と明治
大学の条件の違いを吟味しつつ、「よりまし
な省察」を可能にする努力を続けたい。
「登戸探求プロジェクト」では学生も教員
も、ラウンドテーブルへの参加などをとおし
て、実践の「外部」との関係が重要であるこ
とを意識してきた。今回もまた、福井大学と
京都市の2つの施設を訪問し、子どもと大学
生(青少年)の活動についてインタビューで
きたととで、違いが意識され、また共通する
問題立識にも気づいた。実践の外側の実践と
の交流が、さらなる省察の広がりを可能にし
たと考えている。
謝辞:今回、福井大学教員の遠藤貴広さん、
杉山晋平さん、半原芳子さん、北青少年セン
ターユースワーカーの大熊晋さん、下京青
少年センターユースワーカーの久住祐香さん
に、インタビューに応じていただきました。
ご協力に深く感謝し、今後とも交流をお願い
します。
7 遠藤貴広「教員養成カリキュラム改革実践の批判的省察ー省察の深さとその評価をめぐってー」福井大学大学
院教育学研究科教職開発専攻(教職大学院)r教師教育研究』第7巻、 2014年p.l67
8 同前 p.l69
-44-
